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11月
がつ

23日
にち

は「勤労
きんろう

感謝
かんしゃ

の日
ひ

」。古
ふる

くはお米
こめ

の収穫
しゅうかく

を祝
いわ

う日
ひ

でした。しかし、日本
に ほ ん

は多く
おお

の食べ物
 た     もの

を外国
がいこく

か

ら輸入
ゆにゅう

していて、 食 料
しょくりょう

自給率
じきゅうりつ

が約
やく

３７％しかありません（※令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

のカロリーベース参 照
さんしょう

）。 食 料
しょくりょう

自給率
じきゅうりつ

とは、その国
くに

で食べて
 た

いる 食 料
しょくりょう

のうちどのくらいが国内
こくない

でまかなえているかを表す
あらわ

割合
わりあい

です。 

そこで学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

では、身近
み ぢ か

な地場
じ ば

産物
さんぶつ

を食べる
 た

「地産地消
 ちさんちしょう

」を推進
すいしん

し、和食
わしょく

を中心
ちゅうしん

とした米飯
べいはん

給 食
きゅうしょく

によ

り、身近
 み ぢ か

にある 食 料
しょくりょう

を無理なく
 む  り

無駄
 む  だ

なく使う
つか 

工夫
く ふ う

をするなど、食 料
しょくりょう

自給率
じきゅうりつ

の向 上
こうじょう

への対策
たいさく

をしています。

私 達
わたしたち

はこれからの食生活
しょくせいかつ

のためにも、日本
に ほ ん

の 食
しょく

における今
いま

の 姿
すがた

や、自分
 じぶん

の住む
 す

地域
 ちいき

の地場
 じ  ば

産物
さんぶつ

をきちんと

知
し

った上
うえ

で、地域
ち い き

で作られて
つく

いるもの(国産
こくさん

品
ひん

)を大切
たいせつ

にしていく必要
ひつよう

があります。 

 

 
 

和食
わしょく

には「五
 ご

」にちなんだ献立
こんだて

の考え方
かんが かた

があります。季節
 きせつ

の移り変わり
うつ   か

を楽しみ
たの

、健康
けんこう

に過ごす
 す

ための知恵
 ち  え

がたくさん詰まって
 つ

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1１月
がつ

のお誕 生
たんじょう

日
び

給 食
きゅうしょく

は、1１月
がつ

2６日
にち

（金
きん

）です 

〈ご注意〉学校給食費の未納が続きますと、教育活動に支障が生じます。必ず期日までの入金をお願いいたします。 

なお、未納の状況に応じて、必要な法的措置をとる場合があります。 

１１月
 

いつも給食へのご理解・ご協力ありがとうございます。 

11月
がつ

17日
にち

（水
すい

）回
ほい

鍋
こう

肉
ろう

丼
どん

、 牛 乳
ぎゅうにゅう

、チンゲン菜
さい

の中華
ちゅうか

スープ 

  この日
ひ

は、練馬
ね り ま

区立
く り つ

の小中学校
しょうちゅうがっこう

が練馬産
 ねりまさん

キャベツを使用
し よ う

した献立
こんだて

を実施
じ っ し

する一斉
いっせい

給 食
きゅうしょく

の日
ひ

です。

中村西
なかむらにし

小学校
しょうがっこう

でも、地元
じ も と

の生産者
せいさんしゃ

さんが大切
たいせつ

に育てて
そだ

くれた新鮮
しんせん

なキャベツで回
ほい

鍋
こう

肉
ろう

を作ります
つく

。 

練馬区
ね り ま く

で一番
いちばん

生産
せいさん

されている野菜
や さ い

はキャベツです。地元
じ も と

で収 穫
しゅうかく

された野菜
や さ い

を子供
こ ど も

たちが食べる
 た

ことは、

食 料
しょくりょう

の生産
せいさん

や流 通
りゅうつう

などに関わる
かか

人々
ひとびと

の努力
どりょく

を身近に
 みじか

感じ
かん

、地域
 ちいき

の自然
しぜん

や 食
しょく

文化
ぶ ん か

などへの理解
りかい

を深め
ふか

、

生産者
せいさんしゃ

の方々
かたがた

への感謝
かんしゃ

の気持ち
 き  も

を育てる
そだ

ことにつながります。地場産
 じ  ば さん

ならではの新鮮
しんせん

さを、味わい
あじ

楽しんで
たの

ほしいと思い
おも

ます。ぜひご家庭
か て い

でも地産地消
ちさんちしょう

を 心
こころ

がけ、話題
わ だ い

にしてみてください。 

家庭数配布 


